
 

PRESS RELEASE 
2024年 8月 21日 

報道関係者 各位 
 

 

 

半月板変性（＊1）断裂は半月板機能の低下をもたらし、変形性膝関節症（＊2）の進行に関与して

いると考えられていますが、現在のところ確立した有効な治療法はありません。 

群馬大学大学院医学系研究科整形外科学分野（筑田博隆教授）の研究チームは、ラットの半月板

に対する体外衝撃波（＊3）の治療効果が確認された先行研究を基に、人を対象とした半月板変性断

裂に対する体外衝撃波治療の効果を調査しました。 

その結果、体外衝撃波は治療後 1 年において、MRI T2 マッピング（＊4）での T2 緩和時間（半月

板変性の指標や損傷治癒の指標となる）の改善と、疼痛を緩和する効果が確認されました。 

本研究成果は、2024 年 8 月 5 日（月）に国際医学雑誌  『Knee Surgery, Sports 

Traumatology, Arthroscopy』に掲載されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体外衝撃波治療の半月板変性断裂に対する治療効果 



 

１．本件のポイント 
 確立した治療法のない半月板変性断裂において、体外衝撃波による治療効果が確認された。 

 体外衝撃波は治療後 1 年において、MRI での T2 緩和時間の減少と、疼痛の緩和を示した。 

 
２．本件の概要 

成果： 

半月板は衝撃吸収などの重要な役割を担っており、変形性膝関節症の発症や進行を予防する

ためには、半月板の変性や損傷の予防と治療が不可欠です。半月板変性断裂は、加齢に伴って

変性が生じた半月板に発生する断裂であり、若年者のスポーツによる断裂とは異なり、治療効果

が得られにくいとされています。このため、一般的には関節鏡視下半月板切除術が行われますが、

この手術では半月板機能を完全に保つことが難しく、術後に関節軟骨の減少を引き起こすことが

知られています。そのため、半月板変性断裂による機能損失を防ぐ新たな治療法が求められていま

す。 

研究チームは、ラットの半月板を用いた先行研究で、体外衝撃波治療が効果を示すことを確認し

ており、この知見を基に、人を対象とした体外衝撃波治療の半月板変性断裂に対する効果を調

査する無作為化臨床試験を行いました。本試験では 29名を対象に、治療群と未治療群に無作

為に分けて調査を実施し、衝撃波治療を行うことで、治療後 1 年で半月板変性の指標や治癒

の指標である MRI T2 マッピングで測定した T2 緩和時間の減少と、疼痛の緩和効果が確認され

ました。 

 

新規性： 

体外衝撃波治療は、筋肉や腱膜に対する組織修復効果や疼痛緩和効果が知られています。ま

た、我々のラットを用いた先行研究では、体外衝撃波が半月板に対して治療効果を示すことが確

認されました。しかしながら、人において変性半月板に対する衝撃波治療の効果は依然として不

明でした。研究チームは、人を対象とした変性半月板に対する衝撃波治療の臨床試験を行い、

その有効性の一助となる結果を世界に先駆けて示しました。 

本研究の成果は、変性半月板に対する新たな治療法の確立に向けた重要なステップとなることが

期待されます。 
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4．今後の展開 

今回の臨床試験では、MRI 画像上での改善を示唆する所見と疼痛の緩和効果が確認されまし

たが、同時に調査した患者立脚型評価（＊5）では有意な改善効果は認められませんでした。本

試験は比較的少数の患者を対象とした探索的研究であったため、今後はより多くの患者を対象と

した臨床試験を行い、治療効果をさらに明確にすることで、体外衝撃波治療が変性半月板の治

療法の一つとなることが期待されます。 

 

 

【研究に関するお問合せ先】 
群馬大学医学部附属病院整形外科 助教 橋本 章吾（はしもと しょうご）  

 

【取材に関するお問合せ先】 
群馬大学昭和地区事務部総務課広報・保健学庶務係 

TEL：027-220-7895 

FAX：027-220-7720 

E-MAIL：m-koho@ml.gunma-u.ac.jp 

 

 

 

 



 

用語解説 
＊1 半月板変性 

半月板は膝関節を構成する大腿骨と脛骨の間に存在し、衝撃を吸収する重要な役割を担っています。半月

板の機能低下が生じると膝の機能が損なわれます。半月板の本来持つ機能が低下する退行性変化が生じ

た結果が変性です。 

 

＊2 変形性膝関節症 

膝関節の軟骨がすり減った結果生じる疼痛などの歩きづらさにより、日常生活に悪影響を与える疾患です。特

に女性に多く、世界的にも多数の患者さんが罹患しております。 

 

＊3 体外衝撃波治療（ESWT：extracorporeal shockwave therapy） 

衝撃波治療（しょうげきはちりょう）とは、波の速さが音速を超えるときに発生する圧力波である衝撃波を利

用して除痛と組織修復を促す治療法です。整形外科領域においても腱付着部症などに有効な治療法とされ

ています。 

 

＊4 T2 マッピング 

MRI（磁気共鳴画像）を用いて組織内の水分含有量やその状態を定量的に評価する技術です。特に軟

骨や半月板などの組織の変性や損傷を評価する際に有用で、T2緩和時間の測定により、組織の健康状態

や変性の程度を客観的に把握することができます。 

 

＊5 患者立脚型評価 

患者自身が感じている症状、生活の質、治療の効果、機能的な状態などを評価する方法です。これは、医

師や医療者の観察による評価とは異なり、患者が自ら回答するアンケートや質問票を用いることで得られま

す。 
 


	体外衝撃波治療の半月板変性断裂に対する治療効果

